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五城目高校ホームページ：http://www.gojome-h.akita-pref.ed.jp/

五城目高校のわだいを定期的にお届けします!

昨年末の12月25日に、体育館で１・２年生
合同のキャリアガイダンスを実施しました。
県の建設産業活性化センターと本校が協
力して準備を進め、８つの事業所から参加
いただきました。本キャリアガイダンスは
地元就職を推進するために就職希望者が多
い高校で実施されています。
当日は、各事業所の担当者が仕事の内容
を説明したり、技術や機器などを紹介した
りしました。県の担当者からは、「五城目高
校の生徒は事業所の担当者の説明を真面目
に聞いていて就職について真剣に考えてい
る」というコメントをいただきました。
❖�朝野□□（２年生）
説明を聞いて、働く上で大切な能力は「コ
ミュニケーション能力」であることを知り、
わからないことはわかるまで聞くことが大
切であることを学びました。希望する仕事
にさらに興味をもつようになりました。
❖�松丸□□（２年生）
介護ロボット(移動カー )に乗ってみて、

思ったより速いと感じました。操作が簡単
で大きな力を加えなくても動かせるので、
障がいをもつ方や高齢者の方も運転しやす
いと思います。
❖伊藤□□□（１年生）
介護福祉施設の説明を聞いて、入所者の
方を一番に考えていると思いました。入所
者の方への目線や言葉遣いがとても大切で
あることを知り、介護福祉の仕事に興味を
もちました。また、高校の時にがんばって
身に付けたことは社会に出ても役立つこと
がわかりました。
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「朝市通りから見える
『1階』でみかんをい
ただく息子(笑)」

〜自らの将来を見つめる〜

キャリアガイダンスを実施

事業所の説明を聞く生徒たち

介護ロボットに試乗！

「1階づくりは、まちづくり。」
五城目町のみなさま、Alo−ha!　集落支援員の八嶋美恵
子です。「五城目町のどこがいいの？」移住してから約３年。
これまで、幾度となくこの質問をいただいてきましたが、最
近やっと答えを言葉にできるようになりました。
それは「この町で出会える人との日々の交流が、楽しいか

ら」です。逆にいうと「名産品、観光地、制度など、これといっ
た理由があるから」この町を好きになったわけではないので
す。（「好きになることに理由はいらない」ですよね(笑)）
たとえば、顔見知りの方と会釈、挨拶できた時、ばったり
おしゃべりできた時、ちょっと深い話ができた時、問題が解
決していなくても、「あぁ、今、　しあわせだな」と感じます(笑)
朝起きた時、「今日は誰に会えるかな」とワクワクできる
のは、皆さまがいらっしゃるからこそ。これまで皆さまの温
かい笑顔や、お心遣いに沢山触れてきたからです。ほんとう
に、ありがとうございます。

朝市や商店など暮らしの導線上で、
ちょっとした「対話」が自然と起こる
環境がたくさん育まれていることが、この町のパワフルな魅
力だと、わたしは密かに確信しています。
わたしの好きな本にこんな表現があります。
「人々が必ず目にする『1階』の空間が、どれだけ『ひらけ
ているか』は、その町の人どうしが、お互いのことを『かけ
がえのない大切な存在だ』と感じるかどうかに影響する」
人々がしゃべったり、食べたりしている「暮らしの小さな
幸せ」の様子がみえると、「ああ、あの人も同じ人間だな～」
と、お互いへの思いやりや、想像力が生まれるのだそうです。
２月４日は「立春」、旧暦では１年の始まりの時。
今年は、両手を広げたくらいのひろさから始まる、目の前
の人との関係性を第一に大切にして、自然と「町の１階」が
育まれることに、少しでも貢献できたらと思います。
参考：田中元子『マイパブリックとグラウンドレベル』(2017)

今後の予定

２月 7日㈬　キャリアアップ集会
２月22日㈭〜28日㈬

学年末考査（１、２年生）
２月29日㈭　�卒業式準備・予行

表彰式、同窓会入会式

３月 1日㈮　卒業証書授与式

09 広報「ごじょうめ」1074号　令和6年2月1日

大川地区公民館事業として始まった「ハーモ
ニカ教室」が平成20年に終了したことに伴い、
同年４月から会員15名で「五城目ハーモニカ同
好会」が発足しました。２年後には町芸術文化
協会に加入し、以降は、町産業文化祭の「芸能
発表会」をはじめとした各イベントに積極的に
参加し演奏を披露してきました。昨年６月には
大川地区公民館で15周年記念コンサートを行う
など、精力的に活動を続けています。

現在は、男性５名／女性７名の計12名の会員
が毎月第２・４木曜日に大川地区公民館で練習
を行っており、同会の活動は、ハーモニカの技
術向上のみならず会員同士の親睦の場としても
機能しています。普段は、季節に合った童謡や

唱歌、ヒット歌謡曲などを練習しており、活動
を継続するうちにたくさんのレパートリーがで
きたそうです。

そんな五城目ハーモニカ同好会ですが、現在
は会員数の微減に伴い、パートごとの割り振り
が難しくなり、魅力的なハーモニー演奏ができ
ないなど苦労する面もあるとのこと。興味のあ
る未経験者と、低音を担う「バス奏者」を募集
中だそうです。

代表の栗山⃞⃞さん（矢場崎）は、「経験がな
くても、継続することで技術は向上していきま
す。少しでも興味のある人はぜひ「五城目ハー
モニカ同好会」に入って一緒に発表会や演奏会
を楽しみましょう」と話していました。
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現在は、毎月第２・４木曜日に大川地区公民館で練習を行っ
ています。


